
令和５年 1１月 

長野県野球協会・諏訪地区野球協会資料 

第２回諏訪野球・ソフトボール祭り報告書 

長野県野球協会・諏訪地区野球協会 

 

○日 時  令和５年11月11日（土） 

 午前の部  9：30～11：30 

 見学の部 12：00～12：40 

 午後の部 13：00～15：00 

○場 所  しんきん諏訪湖スタジアム 

○参加者 

 スタッフ 高校顧問１７名、中学顧問１９名 

諏訪湖少年野球連盟２０名 

高校生（コンシェルジュ）１３５名 

中学生（コンシェルジュ） ８０名 

ゲスト（幼保小学生） 午前 午後 合計 

個人 １０９ ２０ １２９ 

団体（チーム）  １２４ １２４ 

半日合計 １０９ １４４ ２５３ 

○組 織 

実行委員会 委員長：清水敬祐 副委員長：春日 光 
委員 地区 氏名 所属 

中
学
校 

岡谷 池畑 謙二 岡谷北部 
下諏訪 丸山 竜次 下諏訪 

諏訪 
松村 直人 諏訪 
森元 佑樹 諏訪南 
坂 卓磨 上諏訪 

茅野 

湯本 学 長峰 
鈴木 隆将 長峰 
長岡 亮汰 永明 
小平 貴彦 永明 
辰野 大地 茅野東部 
清水 敬祐 茅野北部 
大石 悟 茅野北部 

原 太目 毅 原 

富士見 
若林 陽 富士見 
渡辺 悠斗 富士見 

高
校 

岡谷 原 克明 岡谷工業 
下諏訪 新井 利尚 下諏訪向陽 

諏訪 

塚田 雄二 諏訪二葉 

市川 大輔 諏訪実業 

山浦 凜太郎 諏訪実業 

茅野 

松本 弘夢 茅野 

荻原 直哉 茅野 

横井 宏典 東海諏訪 

富士見 春日 光 富士見 

一
般 

諏訪 小泉 信一郎 諏訪湖少年野球連盟 

茅野 松澤 芳幸 諏訪湖少年野球連盟 

（今回は中高顧問有志､諏訪湖少年野球連盟で組織） 

 

○準備まで 

・実行委員会 全３回 

・ホームページ 

https://sites.google.com/view/s-shinshu-baseball-a/suwa/suwaevent

 

・報道各社への連絡 

信毎、市民新聞、長野日報、LCV、NHK､ナインズ 

実施予定内容・申込み記事、当日取材、実施記事掲

載依頼 

・チラシ 

 １４０００部印刷 諏訪郡市内全保幼小に配付 

 

6 月 19 日（月）大和電機ソフトボール部との

打ち合わせ 

8月19日（土）第1回＠諏訪二葉高校 

9月7日（木）第2回オンライン 

10月11日（水）第3回オンライン（最終） 



○各アトラクションの当日の様子 

【打撃系】 

①ホームラン競争 

 

②ティーバッティング 

 

③打って走って（ミニベースボール） 

 

④打球計測 

 

【守備系】 

①キャッチボール 

②球速測定 

   

③ストラックアウト 

 

 

【見学系】 中学生・高校生による実技 

①中学生シートノック 

 

フェンスオーバーでホームランを打った気分を味わう 

高校生がトスを上げてくれる 

一度は立ってみたい諏訪湖スタジアムの打席 

ベースを回ってホームイン！ 

女子マネージャーがキャッチボールを優しく教えてくれる 

なかなかいいフォーム 

記録証も出してよい思い出に 

打球の速さが分かるとモチベーションにつながる！ 



②ロングティー 

 

③高校生シートノック 

 

④高校のユニフォーム展示・写真撮影 

 

 

○キッチンカー・屋台・売店でお祭りムード増 

昼食を用意する母親の負担を減らすためにキッチ

ンカーを、よりお祭り感を出すために屋台を依頼。さ

らに、協賛企業でもある長峰スポーツさんが出店。 

 

 

 

 

○ゲストの感想より 

・「将来は大谷選手のようになりたい」（保育園年長）

【市民新聞2023.11.16】 

・「（ストラックアウトで）投げるのが楽しかった。ま

た野球をしてみたい。」（年長男子）【長野日報

2023.11.14】 

・「１ヶ月前から楽しみにしていた。バットの芯で打っ

てホームランになった。褒められてうれしかった。」

（小２男子）【信毎2023.11.15】 

・「ストラックアウトなど色々できて楽しかった。将来

は野球選手になりたい」（小３男子）【NHK諏訪支局

NEWS WEB2023.11.11】 

・たとえ球がバットに当たらなくても、投げて変な方

に飛んでいっても、中学生が盛り上げてくれて、子ど

もが楽しんで野球ができました。（小 1、 小 4 保護

者） 

・初めてグローブをつけてキャッチボールをした子ど

も。お兄さんたちに色々教えてもらいながら、たくさ

ん相手をしてもらい最後は「楽しかったー」と戻って

きた様子を見て参加してよかったなと思いました。

（年長、 小4保護者） 

・野球を楽しく体験できたことと、高校生がたくさん

盛り上げてくれて子供達が最後まで楽しく体験がで

きてありがたかったです！（年少、 年中保護者） 

・子供に合わせた内容でとても楽しかったです。学生

達も優しく接していただき、子供も安心して参加す

ることが出来ました。（小2保護者） 



・役員、野球部の選手達の皆さん本当に有難うござい

ました、２回目の参加でしたが孫達は大変喜んでい

ました、皆さん大変な時期にとてもよくして頂き感

謝の言葉しか見当たりませんでした。重ね重ね本当

に有難う御座いました。（小1、 小3祖父母） 

・高校生や先生方が盛り上げてくれたのが本当によか

った。最初緊張していたが、最後の方はあれもあれ

も！という感じで本人も積極的になり気持ちよくプ

レーできました。（小4保護者） 

・「キャッチボールがたくさんできて楽しかった。お兄

さんが投げ方を教えてくれて優しかった。」（保育園

年長女子） 

・「ストラックアウトが楽しかった。ホームランを打っ

てみたいので、今度はバットの持ち方や打ち方を教

えてもらいたい」（小４女子） 

○コンシェルジュ（高校生）の感想より 

・「自分は小学校２年生から野球を始めたが、競技とし

ての野球の楽しさだけでなく、挨拶や道具を大切に

することなど大事な事も学べた。小さな子たちにも

野球は楽しいよと伝えたい」（高１男子）【市民新聞

2023.11.16】 

 

○来年度（第３回）に向けて 

開催時期について 

・昨年の反省を受けて 11 月の第２週にして、ゲスト

が来やすい気候の時にした。 

・昨年度の反省から1ヶ月早めたが、風が強く寒かっ

たのが残念。だが12月よりはよかった。シーズン中

で少年野球は大会を控えており、練習・試合等が重な

り参加できないチームが多数あったようである。そ

こは残念だった。春先に実施し、参加した子どもがチ

ームに春に入団できればという意見もあったが、諏

訪湖スタジアムの利用開始が４月末ということなの

で、各カテゴリーでシーズン中のため、総合的に考え

ても11月の実施がよいのではないか。 

・日本シリーズが終わった直後くらいがよい。 

・今年は暖かい年ではあったが、やはり寒さを感じた

ので10月末くらいが適切なのでは。 

・シーズンのオフの時期に企画を行いたいのかな？と

思いましたが親が寒くて限界でした。子供達は平気

そうでした！ 

・野球をやりたくてもなかなか親の都合でできないの

で、こういう企画はとてもありがたい。できたら、年

2回の開催でもよい。 

中学生の参加について 

・中高連携、キャリア学習も踏まえ、中学校野球部員

も参加させた。高校生だけでは負担が大きいならば、

中学生の参加もありか。 

参加対象を午前・午後にわけたことについて 

・３つの小学校の創立記念式典が重なり、午後の団体

の参加者が昨年に比べ少なかった。 

・分けたことで、特に未経験者が参加しやすくなった。

しかし、午後なら行けたのにという未経験者もいた

と思うので、募集のアナウンスで午前が難しい場合

は午後でもOKとすればよい。 

ソフトボールとの連携について 

・今回はソフトボールと共に盛り上げようと銘打った

が、当初予定されていた社会人ソフトボール部や小

中高のソフトボールチームの参加はなかった。ソフ

トボール協会と連携していく方向も考えたい。 

アトラクションについて 

・キャッチボールゾーンで、親子でキャッチボールを

希望することが一定数あった。大人用のグローブも

いくつか用意できるとよい。また、午後の部ではクラ

ブとしての参加が多かったため対応できる中学生が

一時的に足りないということがあった。上手く回す

のは難しいが、時間によって中学生の配置を変えら

れるとよい。 

・中学生のノックは不要だと思う。午後に来た経験者

は最後まで皆さん残っていたので、午前と午後の対

象者を入れ替え、見学の部を実施すれば、経験者の小

学生が高確率で見学のノック等を見ていってくれる

のかもしれない。 

・見学の部の見学者が少なく、ゲストよりもコンシェ

ルジュの方が多かった。中学生が高校生のプレーを

見るのはよかったが、来年はゲストが見られるよう

にように工夫したい。 

☆新たに企画してほしいアトラクション 

・硬式ボールの展示 

・簡単な技術指導 どうやったら前に打てるのかなど

短時間レッスン 

・高校球児のアップ等練習風景 

・親子でできるようなアトラクション 

・ティーバッティングで飛距離測定 

道具について 

・道具を各校や他市等から借りている現状なので、毎

年少しずつ物品を購入して諏訪地区野球協会の道具

だけで会が成立するようにしていきたい。 

キッチンカー・屋台・売店について 

・キッチンカー、屋台、売店はお祭り感が高まりよい

が、売り上げは果たしてどうだったか。次回も来てく

れるか心配なところである。 

野球チーム入会促進について 

・地域の野球教室、野球チームの練習日、時間などの

情報があったら、そのまま入会などを考えやすくて

よい。 


